
ソクラティク・ダイアローグ（SD）は、少人数（5-8人）で時間をかけて「一つの問いに答える」哲学
ワークショップの方法です。哲学の知識は不要。日頃の何気ない言葉を使って、それを問いにし、参加
者の具体的な体験に基づいて答えを求めていく中で「哲学する」楽しさを味わうことができます。

ゲスト 堀江 剛 Tsuyoshi Horie
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻 教授

テーマ

2025年3月8日（土）9:00～17:00日 時

主催:大阪大学２１世紀懐徳堂、大阪大学共創機構
共催:大阪大学大学院人文学研究科

定 員 16名（無料）
（8人のグループを二つに分けて、
対話を行います。
また、各自で昼食のご用意をお
願い致します。)

大阪大学発!
市民と研究者・専門家による対話イベント

会 場

こちらのQRコードを読み込んで
Peatixからお申し込みください。申 込

大阪大学豊中キャンパス
サイエンス・コモンズ 実験棟1F DAICEL Studio

※会場までのアクセス:裏面をご覧ください。

ソクラティク・ダイアローグ（SD）を
体験してみませんか

受付開始 8:45



会場までのアクセス

住 所 :
〒560-0043 大阪府豊中市待兼山町116
大阪大学豊中キャンパス サイエンス・コモンズ
実験棟1F DAICEL Studio （サイエンス・スタジオA）

電 車:
・阪急電車宝塚線 石橋阪大前駅 東へ徒歩 約１５分
・大阪モノレール 柴原阪大前駅 徒歩約７～１５分
自家用車:
駐車場のご用意はありません。
※近隣店舗等への無断駐車は絶対におやめください。

阪大ワニカフェ担当
大阪大学共創機構渉外部門（担当：佐野）
E-mail : sano.keiko.ccb@osaka-u.ac.jp
※お問い合わせはメールをお送りください。

【お問い合わせ】

阪大ワニカフェ 検索

「阪大ワニカフェ」ホームページ

https://21c-kaitokudo.osaka-u.ac.jp/banner/wanicafe

・・・・・ 進行役の紹介 ・・・・・
堀江 剛
専攻:倫理学／臨床哲学
1961年生。ハイデルベルク大学歴史哲学部修士課程修了、大阪大学大学院文学研究科博士後期課程満期取得退学。博士（文
学）（大阪大学、2003年）。広島大学総合科学研究科准教授・教授を経て、2016年4月に大阪大学大学院文学研究科（現人
文学研究科）教授に着任、現在に至る。

西洋近代哲学、特にスピノザの研究から出発し、社会哲学・社会システム理論・組織論などに関連する理論的課題について幅
広く探求してきました。

現在は、保健・医療組織に関連した倫理問題（臨床倫理・組織倫理）の共同研究、哲学対話（哲学カフェ、ソクラティク・ダ
イアローグ）の実践を行っています。

社会には、様々な「ものの捉え方」が錯綜し合っています。それらは、諸々の言葉や言い回しとして流通している「概念
conception たち」であり、私たちはそれらを使って、ものを見たり、感じたり、考えたり、ときに悩んで苦しんだりしてい
ます。また、それらを使って人と話し、相手のことを分かったり、逆に分からないまま自分の見方・考え方を相手に押し付け
たり、控えてみたりしていると言えるでしょう。哲学とは、こうした「ものの捉え方＝概念たち」に向き合い、その歴史的背
景や今日的な使われ方も参考にしながら、自らの「見方・考え方」を組み立てていくことだと、私は考えています。
それは、哲学書や学術文献に出てくるような（難しい?）概念だけではありません。私たちが日頃何気なく使っている言葉た
ちの中にも、じっくり向き合い、格闘するに値する「概念たち」があるはずです。また、こうしたことを独りでやる必然性も、
特にありません。みんなで楽しくやりましょう。それが「哲学する」ことです。私がやっている哲学対話、とりわけ「ソクラ
ティク・ダイアローグ」と言われるものは、まさしくこの「哲学する」作業を丹念にやることです。

大阪大学文学部倫理学/大学院人文学研究科臨床哲学研究室

大阪大学豊中キャンパス 実験棟1F
DAICEL Studio （サイエンス・スタジオA）
案内地図【持ち物】昼食、飲み物


